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・各部局の要求額は、人件費、繰出金及び予備費等を含んでいません。 

 

 



単位：千円、％

　　主な増減理由
・防災行政無線屋外子局バッテリー更新工事の減 △３７，０００千円
・県防災行政無線整備費負担金の減 △１４，６００千円
・災害備蓄品拡充に伴う増 ５，７２１千円

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜防災＞

　　　○

　　・より実践的な防災訓練の実施

　　・訓練会場設営等委託

　　　○

　　・防災備蓄物資購入

　　・防災エキスパートの育成

　　・倒木被害防止のための道路沿線立木の伐採

　地震等を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

災害対策事業の推進 １２３，７３６千円　
（１６６，９２０千円）

　災害の発生に備え、防災体制の充実を図るために必要な経費を計上

大規模災害を想定した実践的な防災訓練の実施

市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制の整備

要求のポイント

実践的な防災訓練の実施 ４，８２４千円　
（４，０００千円）

一般会計 176,174 133,819 △ 42,355 △ 24.04

要求に関する基本方針

危　機　管　理　室

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率



単位：千円、％

　　主な増減理由
・大学連携センター（仮称）の設置による増 １８，０００千円
・ふるさと寄附贈呈品の増 ７５，０００千円
・市制施行８０周年記念事業の減 △１７，４００千円
・情報通信基盤整備の減 △３４，２６８千円
・執行選挙の減 △５６，４７０千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜協働＞

　　　○

＜行財政運営＞

　　　○

企　画　管　理　部

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 894,861 895,374 513 0.06

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

開かれた市政（広報広聴）による市民とのよりよい関係づくり

簡素で効率的な行政運営や持続可能な行財政基盤の確立を図るための行政
改革の推進

行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

要求のポイント

行政情報の提供と広聴事業の推進 ９６，４３２千円　
（１０５，５７４千円）

　各種媒体による情報発信、政策検討市民委員会の開催等に必要な経費を計上

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ放送・ＣＡＴＶ番組の制作

　　・政策検討市民委員会及び市民と市長の対話集会の開催

大学連携の推進 １８，１６０千円　
（２，０００千円）

　大学連携事業に必要な経費を計上

　　・大学連携センター（仮称）の設置、サテライトキャンパスの運営



　　　○

　  ・ふるさと寄附贈呈品

　　　○

　  ・省庁等への職員派遣

　  ・施策実現に向けた先進地等視察研修

＜情報＞

　　　○

　  ・階層別研修をはじめ各種研修の実施 

職員の意識改革と資質向上の推進 ２１，５００千円　
（１９，９００千円）

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

ふるさと寄附の促進 １８４，３７０千円　
（１０７，２７０千円）

　ふるさと寄附の促進に必要な経費を計上

　  ・ふるさと寄附ＰＲ

６，２５７千円　

　ＣＡＴＶ事業の整備促進等に必要な経費を計上

情報通信基盤整備の推進
（４０，５２５千円）

　　・ＣＡＴＶ事業者の情報通信基盤の整備に対する助成



単位：千円、％

○○

・市債残高の減少及び利率見直しによる公債費の減 △２３３，７００千円
・久々野支所庁舎整備による工事請負費等の増 ４０３，６０５千円

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

○

　公有財産の適正な管理と未利用財産の活用や処分に必要な経費を計上

　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課を行うために必要な経費を計上

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査等

　　・土地鑑定評価

財　務　部

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 5,753,668 5,921,217 167,549 2.91

　　主な増減理由

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

公平な課税と税収納率の向上

要求のポイント

庁舎等の適正管理と必要な整備の推進 １，０６１，０３８千円　
（６３５，７６７千円）

　　・庁舎、公用車等の維持管理

　　・久々野支所庁舎の改築

財産管理の適正化と効率的な運用 ６１，９６５千円　
（９０，０１３千円）

　　・市営墓地の管理

　　・市有施設の火災保険の加入

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務

公平な課税と税収納率の向上 ７５，０７６千円  
（７２，４００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・飛騨地域３市１村広域連携による事業費の増 １２，０００千円
・インナーブランディング事業費の増 １１，０１８千円
・外国語パンフレット等印刷費の増 ４，９５５千円
・市民の国際化を促進する事業費の増 ３６，１２２千円

　　　○ 飛騨高山ブランドの確立に向けた施策の強化

　　　○

　　　○ 首都圏ネットワークの強化

（　　　　）は前年度予算額

＜ブランド戦略＞

　　　○

　飛騨高山ブランドの確立を図るために必要な経費を計上

　　・飛騨高山フェアの開催による情報発信

　　・市民や事業者等とのブランドコンセプトの共有

＜東京事務所運営＞

　　　○

　首都圏における情報収集や販路拡大などの活動に必要な経費を計上

＜移住交流＞

　　　○

　移住促進を図るために必要な経費を計上

　　・飛騨地域３市１村による首都圏における移住プロモーション等の実施

誘客・物販・交流の相乗効果の創出

飛騨高山ブランドの意識醸成と情報発信 ４２，３６７千円　

要求のポイント

（２８，７７０千円）

事業者等と連携した首都圏活動の展開 ９，２１４千円　
（９，３３４千円）

移住者への支援 １６，８４０千円　
（８，９７０千円）

ブランド・海外戦略部

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

一般会計 128,914 219,953 91,039 70.62



＜海外戦略＞

　　　○

　外国人観光客の誘致促進・受入体制強化、輸出促進のために必要な経費を計上

　　・外国人が滞在しやすい環境の整備（無料公衆無線ＬＡＮの運営）

　　・海外の国・地域のニーズにあった多言語サイトの運営

　　・多言語観光パンフレットの作成

　　・積極的な観光・物産プロモーション活動の実施

　欧州へのプロモーションに必要な経費を計上

　　・コルマール国際観光旅行博、パリ国際観光旅行博への出展

　　・飛騨地域有償ガイドの養成

＜国際交流＞

　　　○

　　・姉妹・友好都市との交流の推進

　国際化推進のために必要な経費を計上

　　・海外の国・地域との相互理解の促進

効果の高い誘客・販売展開 ６７，４８５千円　
      （５３，５００千円）

（２８，３４０千円）
　姉妹・友好都市との絆の強化を図るために必要な経費を計上

海外の国・地域とのつながりの強化         ８４，０４７千円　

　　・欧州旅行会招請の実施



単位：千円、％

　　主な増減理由
・第２回飛騨高山文化芸術祭終了による減 △５０，０００千円
・生涯学習施設整備工事の減　　　 △７５，２１８千円
・高地トレーニングエリアの整備による増 ７０，６７０千円
・全国高等学校総合体育大会開催による増 １０，０１９千円

　　　○ 協働のまちづくりによる地域課題の解決

　　　○ 平和に関する市民の取り組みの促進

　　　○ 豊かで活力あるまちづくりに活かされる生涯学習の推進

　　　○ 市民自ら自発的・主体的に創造する新たな文化芸術の振興

　　　○ スポーツに親しむことのできる環境づくりの推進

（　　　　）は前年度予算額

＜協働＞

　　　○

　　・まちづくり協議会による地域づくり活動への支援

　　・市民活動団体への助成

　　・町内会防犯灯の改修等の助成

　　・人材育成等に関する講座や研修会の開催

　　・町内会集会施設建設への助成

　　　○

　　・ワーク・ライフ・バランスの推進

協働のまちづくりの推進

　　・講演会や講座などの開催

（１，２０２千円）

（２８２，３２０千円）

市　民　活　動　部

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

男女共同参画の推進

要求のポイント

　第４次高山市男女共同参画基本計画の着実な推進を図るために必要な経費を計上

要求に関する基本方針

増減率

一般会計 1,278,496 1,205,543

１，２３８千円　

対前年度増減額

　地域づくり活動と市民活動を推進するために必要な経費を計上

△ 72,953 △ 5.71

２８１，８５８千円　



＜交流＞

　　　○

＜生涯学習＞

　　　○

　　・地域づくりにつながる学習機会の提供

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

　　・生涯学習施設の整備と維持管理

＜文化芸術＞

　　　○

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・飛騨高山現代木版画トリエンナーレ（国際公募）の開催

　　・美術展覧会等の開催

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・文化芸術鑑賞事業の実施

　　・市民の笑顔と地域の活力を生む飛騨高山応援ソングの創作

＜スポーツ＞

　　　○

　スポーツの振興を図るために必要な経費を計上

　　・全国高等学校総合体育大会の開催

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　　・スポーツ指導者の養成及びスポーツ教室の開催

　　・スポーツ少年団活動、各種スポーツ大会開催に対する支援

　　　○

　体育施設の運営及び施設整備等に必要な経費を計上

　　・体育施設の運営、整備

　　・体育施設整備に向けた調査

　　　○

　高地トレーニングエリアの利用促進を図るために必要な経費を計上

　　・トップアスリート受入体制の整備

　　・高地トレーニングエリアの施設整備と利用促進

高地トレーニングエリアの充実 １００，０５６千円　

（１８，４７７千円）

６４，８３３千円　

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上

２６，９８２千円　

（７，８５０千円）

（２１，９３４千円）

生涯学習の推進 ４４２，３２８千円　

５，０５３千円　

スポーツ活動の充実

（５３０，３３７千円）

　平和に対する意識の高揚を図るために必要な経費を計上

文化芸術の振興

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上
（１０６，８００千円）

平和に関する意識の醸成

体育施設の運営 ２３５，５８４千円　
（２６２，９０２千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・障がい福祉サービス給付費の増　　　　　 ６７，２０６千円
・子育て住環境整備事業費の増 ２０，０００千円
・保育所に要する経費の増 １１７，６０２千円
・国府児童館整備に伴う増 １４７，８８３千円
・臨時福祉給付金の減 ▲９０，０００千円

　　　○ 子どもが健やかに育つ環境整備の推進

　　　○ 住み慣れたまちに快適に安心して住み続けるための支援

　　　○ 介護予防の推進及び安定した介護サービスを提供する体制の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜地域福祉＞

　　　○ 総合的な相談支援

　福祉サービス総合相談支援センターの運営に必要な経費を計上

　　・一般相談、生活困窮者相談、障がい児者相談

　　　○ 低所得者への支援

　適切な生活保護制度運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

要求のポイント

（２１，６１０千円）

50,584 0.54

６４０，００１千円　
（６４０，００１千円）

要求に関する基本方針

２４，０７２千円　

福　祉　部

要求額

平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額会計名

9,431,908 9,482,492

増減率

介護保険事業特別会計

一般会計 8,946,428 9,318,462 372,034 4.16



＜障がい者福祉＞

　　　○ 障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり

　障害者総合支援法等に対応したサービス提供に必要な経費を計上

　　・障がい福祉サービス等の給付、障がい者就労支援事業の実施

＜児童福祉＞

　　　○

　障がい児の健全育成を支援するために必要な経費を計上

　　・障がい児の通所に対する支援

　　　○ 安心して子育てができる環境の整備

　子どもが健やかに育つ環境づくりに必要な経費を計上

　　・国府児童館の整備

　　・多世代同居するための住宅の新改築等に対する助成

　　　○ 良好な保育環境の確保

　良好な保育環境の確保に必要な経費を計上

　　・私立保育所１６か所、公立保育所９か所

＜高齢者福祉＞

　　　○

　高齢者の安全で安心な生活や生きがいづくりを支援するための経費を計上

　　・買い物、通院、掃除などの日常生活に対する支援

　　・長寿会活動に対する助成

　　・住宅のバリアフリー改修や屋根雪融装置の設置に対する助成

　　・温泉保養施設等の利用に対する助成

　　　○

　老人福祉施設の運営・維持管理に要する経費を計上

　　・福祉センター等の運営

○

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上

　　・介護サービス等の給付、介護認定審査会の開催

　　　○

　高齢者の介護予防、包括支援体制の整備に要する経費を計上

　　・地域包括支援センターの委託

　　・要支援者等に対する介護予防・生活支援に関する事業の実施

　　・高齢者健康教室の開催、自主活動の支援、認知症施策の推進

　　・在宅で介護する家族に対する介護用品や慰労金の支給

４６０，００３千円　
（２７９，９２０千円）

（１，９１８，５１８千円）
                    １，９９８，７７０千円　

（２，２５８，４５０千円）

障がい児の健全な育成 ２８８，８１６千円　
（２７８，０１０千円）

高齢者の安全で安心な生活の支援 ２４５，９３６千円　

老人福祉施設の運営 １３２，３０２千円　

２，４１３，３２５千円　

（２４２，５９１千円）

（４８０，５８３千円）

（１２７，１６６千円）

健全な介護保険事業の運営 ８，９９１，００３千円　
（８，９４９，３１５千円）

介護予防の推進及び包括的な支援の実施 ４８９，４７９千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・後期高齢者医療負担金の増（一般会計） １６，６００千円
・火葬場建設事業費の増 １４，９６２千円
・救急医療施設運営費等補助金の増 ３０，８００千円
・国保特別会計の保険給付費の減　　　　　　　　　　 　△１７３，０００千円
・国保特別会計の介護納付金等の増　　　　　　　　　　　　 ８６，０００千円
・診療所電子カルテ整備事業費の減　　　　　　　　　　 　　 △３８，１００千円
・後期高齢者医療広域連合納付金の増　　　　　　　　　　 　２９，８６７千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<生活環境>

○ 火葬場の運営

　　・火葬場の設備改修と維持管理

○ 新火葬場建設の推進

　　・新火葬場建設検討委員会の運営

40,875

平成２９年度
要求額

1,912,449 100,960

対前年度増減額
増減率

△ 33,613 △ 15.70

一般会計 1,811,489 5.57

　火葬場の建設準備に必要な経費を計上

214,063 180,450

市　民　保　健　部

要求額

要求に関する基本方針

会計名
平成２８年度
当初予算額

国民健康保険事業
特別会計（直診勘定）

国民健康保険事業
特別会計（事業勘定） 11,658,902 11,558,193 △ 100,709 △ 0.86

国民健康保険財政の適正化

後期高齢者医療
事業特別会計 1,116,640 1,157,515 3.66

新火葬場建設の推進

　市営火葬場の維持管理に必要な経費を計上

健康管理と疾病予防環境の推進

１４，９６２千円　
（０千円）

（５８，３３０千円）

要求のポイント

６３，２７２千円　

地域医療体制及び救急医療体制の充実



<保健・医療>

　　　○ 国民健康保険財政の適正化

　　・特定健康診査の受診率向上に向けた取り組みなど保険事業の推進

　　・国民健康保険の広域化に向けた対応

　　　○ 後期高齢者医療保健事業の充実

　後期高齢者の健康増進のために必要な経費を計上

　　　○ 市民の健康増進の推進

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・健康診査、がん検診の実施

　　・妊婦健康診査に対する助成、乳幼児健診の実施

　　・ウォーキングコースを利用した健康づくりの推進

　　・予防接種の実施

　　・不妊治療に対する助成

　　　○ 地域医療体制の充実 　　　　　　６４６，２４３千円　

　医師確保のための環境整備や救急医療体制の確保に必要な経費を計上

　　・医師等の確保、高度医療機器の整備等に対する助成

　　・直営診療所の運営

　　・休日診療所の運営

　　・２４時間電話医療相談

<行財政運営>

　　　○ マイナンバー（個人番号）カードの普及促進 ２２，６９８千円
（８，９１９千円）

　マイナンバー（個人番号）カードの普及に必要な経費を計上

　・各種証明書のコンビニ交付の利用啓発

　　　　　　　　　５２７，７５９千円　

　国民健康保険事業の円滑な運営に必要な経費を計上

５３，６０９千円　
（４２，７００千円）

　　・すこやか健診及びさわやか口腔健診の実施

　　　　　　　（６４２，６９７千円）

１１，５５８，１９３千円　
（１１，６５８，９０２千円）

　　　　　　　　　　 （５１０，４８８千円）

　　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センターの運営に対する助成

　・マイナンバー（個人番号）カードの交付体制の確立と申請の啓発



単位：千円、％

　　主な増減理由
・乗鞍山麓五色ヶ原の森新ルート整備による増 １３８，４５０千円
・ごみ処理施設保守点検費の増 ６２，３６９千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<地球環境>

　　　○ 自然エネルギー活用日本一を目指したまちづくりの推進
１０３，４８５千円　

（１０６，１２３千円）
　自然エネルギー活用の普及活動等に必要な経費を計上

　　・自然エネルギー活用の普及啓発

　　・積まマイカーの運行によるエネルギーの地産地消の促進

　　・木質バイオマスの活用に対する助成

　　・地域主導による自然エネルギーの活用支援

　　　○ 地球温暖化対策の推進 ６，０１４千円　
（５，７００千円）

　地球温暖化対策の推進に必要な経費を計上

　　・急速充電器の運営による電気自動車の普及促進

一般会計

対前年度増減額

28.51962,923

地球温暖化対策の推進による温室効果ガス排出の削減

環　境　政　策　部

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額 増減率

1,237,442 274,519

ごみ処理施設の適正な維持管理

自然エネルギーによるまちづくりの推進

要求に関する基本方針

自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

公害の発生防止

自然公園の適正管理による安全で快適な利用の推進

要求のポイント



　　　○ 生物多様性保全の推進 １３，８１０千円　
（９，１５５千円）

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森を活用した自然環境学習

　　・いのちの森づくり

　　・特定外来植物（オオハンゴンソウ等）の駆除

　　　○

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森新ルートの整備

　　・山岳トイレの整備に対する助成

　　・ジオパークの推進とユネスコエコパークの活用

<生活環境>

　　　○ 快適に暮らせる環境の整備

　公害発生の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質の監視、騒音・悪臭苦情にかかる調査

　　　○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・小型家電の資源化

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検

５，３２６千円　

自然公園の保全と活用
（８６，９７１千円）

８４８，２５３千円　
（７４３，６３４千円）

２５５，０７８千円　

　自然公園等の保全と利用の推進に必要な経費を計上

（５，９９０千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・集出荷施設等整備費助成事業費の減 △７１２，８００千円
・獣害対策に対する事業費の増 １１７，５９８千円
・農業委員会運営費の増 ５，５５３千円
・匠の家づくり支援事業費の増 ２１，１２０千円
・林道橋りょう一斉点検に係る経費の増 １９，７００千円
・飛騨高山森の仕事人養成塾に関する経費の増 ９，０７４千円
・繁殖牛舎整備費助成事業費の増 １８，６３０千円
・第１１回全国和牛能力共進会への支援による増 １０，５６５千円

　　　○ 活気ある農業生産地づくりと担い手の育成・確保

　　　○ 地域ぐるみでの農地・施設の保全と鳥獣被害対策の強化

　　　○ 地籍調査の実施による森林整備の促進

　　　○ 豪雪による倒木処理に対する支援

　　　○ 森林技術者の育成支援

　　　○ 全国和牛能力共進会宮城大会の好成績獲得への取り組み

（　　　　）は前年度予算額

＜農業＞

　　　○

要求のポイント

新規就農者や認定農業者の育成支援 １６２，７０３千円　
（１３３，６８０千円）

地方卸売市場
事業特別会計

要求に関する基本方針

一般会計

会計名

農　政　部

要求額

平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

2,471,434 2,090,825 △ 380,609 △ 15.40

31,100 28,453 △ 2,647 △ 8.51

　農業の担い手確保、育成支援のために必要な経費を計上

　　・経営開始した青年就農者に対する給付金の支給

　　・機械、施設整備導入に対する助成



　　　○

＜林業＞

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

＜畜産業＞

　　　○

　　・第１１回全国和牛能力共進会に向けた取り組み

　豪雪により発生した倒木を処理する経費に対する補助

（１３，９８０千円）

森林技術者の育成支援 １４，７７４千円　
（５，７００千円）

　飛騨高山森の仕事人養成塾に対する経費を計上

　　・繁殖牛舎の建設に対する助成

　鳥獣による農作物への被害を防止するために必要な経費を計上

　　・射撃場の整備事業費に対する助成

　畜産振興を図るための必要な経費を計上

倒木処理支援事業の推進

　　・有害鳥獣捕獲隊の育成に対する助成

地籍調査の推進 １５３，５１９千円　

１４０，０００千円　
（１２０，０００千円）

インフラ長寿命化に伴う林道橋りょう一斉点検 １９，７００千円　

（１３１，１７６千円）
　森林施業を促進する境界明確化のための経費を計上

畜産振興の推進 ４３，１７５千円　

（０千円）
　林道に架かる橋りょう点検に必要な経費を計上

農作物獣害防止対策の強化 ２７４，１９８千円　
（１５６，６６０千円）

　　・地域ぐるみの鳥獣被害防止活動や侵入防止柵の整備等に対する助成



単位：千円、％

　　主な増減理由
・起業家の受入環境整備による増 ２１，５９２千円
・地域経済構造分析調査の実施による増 １０，５３７千円
・融資実績等を踏まえた預託金見直しによる減 △２３２，６００千円
・企業誘致対策事業の減 △７８，９２９千円
・まちなか居住推進事業の減 △１８，０００千円
・観光施設等の整備に伴う増 ８５，４５２千円

　　　○ 中小企業の経営の安定化のための融資事業の推進

　　　○ 起業家の増加に向けた受入環境の整備

　　　○ 地域経済構造の分析

　　　○ 伝統的工芸品産業等の技術の継承、後継者育成に向けた施策の推進

　　　○ 中心市街地の活性化に向けた施策の推進

　　　○ ＵＩＪターン就職する若者への支援

　　　○ 観光客５００万人を目指した戦略的誘客宣伝事業等の展開

○ 利用者の満足度向上や安全管理のために必要な観光施設の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜商業＞＜工業＞＜労働＞

　　　○

　中小企業者、勤労者向けの低利融資の実施に必要な経費を計上

　　・小口融資、経営安定特別資金融資

　　・勤労者生活安定資金融資

中小企業等融資事業の推進 １，４３６，９０１千円　
（１，６６９，５０１千円）

商　工　観　光　部

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求のポイント

要求に関する基本方針

観光施設事業
特別会計 94,753 141,182 46,429 49.00

一般会計 2,879,251 2,633,630 △ 245,621 △ 8.53



　　　○

　起業家の育成・支援に必要な経費を計上
　　・起業家に対する助成、創業支援資金融資
　　・タウンマネージャー確保・育成、インキュベーション施設の整備・運営

　　　○ 地域経済構造の分析

　産業連関表の作成に必要な経費を計上
　　・地域経済構造分析業務の委託

＜商業＞＜工業＞

　　　○

　地場産品等の積極的な宣伝・販路拡大に必要な経費を計上
　　・飛騨高山展開催事業に対する助成

　　　○

　伝統的工芸品産業等の振興、後継者育成等に必要な経費を計上
　　・後継者育成に対する助成
　　・伝統的工芸品産業振興団体に対する助成
　　・飛騨高山の名匠認定

＜商業＞

　　　○

　にぎわいのある商業空間の形成と中心市街地の活性化に必要な経費を計上
　　・まちづくり会社が行う中心市街地活性化事業に対する助成
　　・商店街等の環境整備に対する助成

＜工業＞

　　　○

　企業誘致を推進するために必要な経費を計上
　　・企業誘致促進制度による企業誘致活動

＜労働＞

　　　○

　ＵＩＪターン就職する若者への支援に必要な経費を計上
　　・ＵＩＪターン就職者に対する家賃・奨学金返済助成
　　・Ｕターン就職者に対する報償金の支給

＜観光＞

　　　○

　観光宣伝、高山祭、各種イベントなど、誘客に必要な経費を計上
　　・広域連携誘客宣伝事業の推進
　　・飛騨高山ウルトラマラソンの開催
　　・観光関連団体の誘客宣伝事業等に対する助成
　　・若年層の合宿やゼミ宿泊誘致に対する助成
　　・山岳観光の推進
　　・日本遺産認定やユネスコ無形文化遺産登録を契機とした観光誘客事業の実施

　　　○

　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上
　　・観光施設の運営、整備
　　・飛騨の里の再整備計画策定調査の実施

若者定住の促進 ９９，１７８千円　

（２１１，０００千円）

（５１，５６５千円）

中心市街地の活性化 ５４，４１０千円　
（８３，４００千円）

企業誘致対策の推進 １３２，０７１千円　

起業家の受入環境等の整備 ９６，０９２千円　
（７４，５００千円）

伝統的工芸品産業等の振興 ５４，０２６千円　

誘客宣伝の実施 ２５０，４７８千円　

（９２，６５０千円）

地場産品の販売促進活動の推進 １８，８４８千円　
（１８，０２０千円）

１０，５３７千円　
（０千円）

（２４６，１９３千円）

観光施設の運営 ４５９，３５１千円　
（３７３，８９９千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・橋りょう耐震補強事業の増 ４４，５００千円
・除雪対策事業の増 １７３，７４１千円
・中部縦貫自動車道関連整備事業の増 １０３，０００千円
・都市計画図修正事業の増 ４８，１００千円
・耐震補強工事補助金等の増 ２０，１６０千円
・景観形成事業補助金等の増 ４５，５１１千円
・高山駅周辺土地区画整理事業の減 △３６６，３０３千円
・災害復旧事業の減 △１１５，５００千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ 道路などの安全性確保と道路網の健全な維持（地域要望への対応）

　　　○ 良好な景観の保全と創出の推進

　　　○ 安心・快適に住み続けられる居住環境の整備

　　　○ 高山駅周辺土地区画整理事業の計画的実施

　　　○ 効率的で利便性が高い公共交通体系の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜道路＞

　　　○

　　　○

　　・西之一色花岡線、高山駅東口線

道路新設改良事業の推進

高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向上

　　・村上田頃家線（村上橋）、千島線、千島松本線、上切中切２号線ほか

要求に関する基本方針

５４４，１６８千円　
（５５１，２９０千円）

要求のポイント

街路事業の推進 ３２５，０５８千円　
（５０６，７５４千円）

　道路交通の円滑化と魅力ある市街地創出のための街路整備に必要な経費を計上

駅周辺土地区画整理事業区域と結節する基幹道路整備による交通環境の
向上

市民の生活と生命・財産を守るための災害に強い社会基盤整備の推進

基　盤　整　備　部

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 6,420,771 6,368,996 △ 51,775 △ 0.81

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上



　　　○

　　　○

＜防災＞

　　　○

　　　○

＜土地利用＞

　　　○

　　　○

　　・都市計画図の経年修正

＜公共交通＞

　　　○

＜景観＞

　　　○

＜住宅公園＞

　　　○

安全・安心な魅力あるまちづくりの推進 ６７，８３３千円　

　　・高山駅東口駅前広場整備、交流広場等整備、花里本母線整備、土地購入

（１６５，０００千円）
　地震に強いまちづくりの推進に必要な経費を計上

道路維持修繕事業の推進 ４９５，６００千円　
（４６８，０００千円）

　道路の安全性確保や道路網の維持に必要な経費を計上

　　・道路修繕、側溝修繕、舗装修繕、橋りょう修繕

橋りょう耐震補強事業の推進 ２０９，５００千円　

（２４，１８３千円）
　安全で安心して快適に住めるまちづくりに必要な経費を計上

除雪対策事業の推進 ７３９，９４１千円　
（５６６，２００千円）

　冬期間の交通確保を図る除雪対策に必要な経費を計上

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょうの耐震補強を実施
  　  （栗尾橋、土谷橋、千光寺橋、治右エ門橋ほか）

良質な住宅環境の整備 ６７，６７０千円　
（４７，５１０千円）

高山駅周辺土地区画整理事業の推進 ２，６３２，４６３千円　
（２，９９８，７６６千円）

　高山駅周辺土地区画整理事業に必要な経費を計上

　耐震診断・耐震補強工事への支援をするための経費を計上

　　・建築物耐震補強工事に対する助成

良好な景観の保全と創出の推進 ８０，４６４千円　
（３４，９１３千円）

　良好な景観の保全と創出を推進し、地域資源として活用するための経費を計上

　　・景観基準の見直しに伴う集中的な取組みの推進

　　・まちなみバス、のらマイカーの運行

　　・空家等対策事業の推進

生活に必要な公共交通の確保 ２０４，５５４千円　

　　・観光特化型バス運行に向けた取組み

（７０，０００千円）

　　・普通河川整備、中部縦貫自動車道関連整備

普通河川整備事業の推進 １７３，０００千円　

　豪雨災害の防止や河川周辺の良好な生活環境の整備に必要な経費を計上

（２０３，７９４千円）
　バス運行等に必要な経費を計上

　　・歩車道除雪委託、融雪剤購入、消融雪側溝整備



単位：千円、％

　　主な増減理由
・応急給水対策事業の増（上水） ２４，２１４千円
・宮川終末処理場の焼却炉建設事業費の増（下水） ５３０，０００千円
・移動式汚泥処理施設更新の増（下水） １００，８５０千円
・地方公営企業法適用経費の増（下水） ８０，０００千円

○ 安全・安心な水を安定して供給するための施設整備及び経営の安定化

○ 安全・安心な水を安定して供給するための水源の保全

○ 生活環境の向上と公共用水域の水質保全

○ 地域の特性に応じた下水処理施設の整備及び水洗化の普及

（　　　　）は前年度予算額

＜上下水道＞

　　○ 施設の耐震化と遠方監視機能の充実

　安全・安心な水を安定して供給するための施設整備に必要な経費を計上
　　・導水施設耐震化、遠方監視装置整備

２４０，３６２千円　
（４２７，６４０千円）

一般会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

232,226 250,124

増減率

24.78

6.26

会計名

3,154,414

水　道　部

要求額

平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額

3,936,218
下水道事業
特別会計 781,804

17,898 7.71

農業集落排水
事業特別会計 595,160 632,400 37,240

0.81
水道事業
会計 3,204,731 3,230,646 25,915



　　○ 基幹管路の耐震化と応急給水対策の推進 ６８９，３１０千円　
（４３７，５９７千円）

　安全・安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上
　　・基幹管路の耐震化整備
　　・老朽管の布設替工事
　　・道路改良及び下水道整備に伴う布設替工事
　　・給水車の購入

　　○ 配水施設整備の推進 ９０，５５５千円　
（１００，８３７千円）

　安全・安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上
　　・配給水区域の再編（まこも、鍋山、大洞）
　　・未給水地区の解消

　　○

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　・宮川終末処理場焼却炉の建設
　　・マンホール蓋の更新

　　○

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　　　　 　　・管きょ布設（国府町三川地区、奥飛騨温泉郷中尾地区）

　　・移動式汚泥処理施設の更新（上宝地区、奥飛騨温泉郷地区）

　　○ 農業集落排水施設の機器の長寿命化及び更新

　　　　 　農業集落排水処理施設の設備・機器の長寿命化及び更新に必要な経費を計上
　　　　　 　　・農業集落排水処理施設の長寿命化工事

○ 地方公営企業法の適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地方公営企業法適用に向けた準備に必要な経費を計上
　　・下水道事業の固定資産調査及び評価
　　・農業集落排水事業の固定資産調査及び評価

２７１，０４５千円　
特定環境保全公共下水道の管きょ布設、処理施設更新

（１４３，５４３千円）

（３１，００９千円）
４１，７８７千円　

下水処理場焼却炉建設、マンホール蓋更新

８０，０００千円　
（０千円）

１，０４８，５８８千円　
（４２１，６９８千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由

　　　○ 効率的な基金及び歳計現金の運用   

　　　○ 合理的な会計事務の推進　

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　　　○

要求のポイント

（１，６４５千円）
　効率的な出納事務遂行のための職員の研修会の実施

８７９，６４７千円　

　基金の効率的な運用

より有利で安全な基金の運用
（８８７，１１１千円）

適正な会計事務の実施 １，８２２千円　

　歳計現金の適正な管理

要求に関する基本方針

増減率

一般会計

会計名

898,756 891,469 △ 7,287 △ 0.81

会　計　室

要求額

平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額



単位：千円、％

　　　○ 市民の視点に立った公平公正な監査等の充実

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

監　査　委　員　事　務　局

要求額

会計名
平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 7,530 7,854 324 4.30

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な行財政運営に資する監査等の実施 ６，５２６千円　
（６，４０２千円）

　監査等の充実に必要な経費を計上



単位：千円、％

○○

・全国和牛能力共進会応援等に伴う旅費の増 ９４５千円

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○ 円滑な議会運営 ３１，６８８千円　
（３０，１５９千円）

　議会運営に必要な経費を計上

　　・政策提言の実施

　　・議会広報紙の発行

　　・議会情報及び会議録の公開

　　・議会関係事務

要求に関する基本方針

要求のポイント

市民にとって、わかりやすく開かれた議会運営

　　主な増減理由

31,688 1,529 5.07一般会計

増減率

　　・議会・委員会等の開催

　　・市民意見交換会（地域別・分野別）の開催

　　・議会審議の中継

会計名

議　会　事　務　局

要求額

平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額

30,159



単位：千円、％

　　主な増減理由
・小中学校校舎大規模改修事業費の減 △３５９，８２１千円
・小中学校の施設等修繕費の増 ７２，８１１千円
・幼児教育に要する経費の増 ４３，０００千円
・教育系情報機器の更新等による増 １５，２９１千円
・障がい児への支援強化に必要な経費の増 ６３，００３千円
・伝統文化交流拠点施設整備事業費の増 ２５５，８９９千円
・ユネスコ無形文化遺産登録記念事業費の増 ２０，０００千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と、地域全体による郷土教育の推進

　　　○ 学びのセーフティネットの構築

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜学校教育＞

　　　○

　　・個別指導体制の充実

　　・特別支援教育の推進

　　・あたたかな人間関係づくりのための心理検査の実施

　　　○

　　・吹奏楽備品の整備

　　・国際教育の充実

　　・郷土教育（リーダー育成のためのキャリア教育）の推進

教育環境の整備

　　・教育系情報機器の更新

一般会計 2,126,932 2,341,584 214,652 10.09

学校給食費
特別会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

　　・教材備品の購入

388,800 378,100 △ 10,700 △ 2.75

教育の充実 ２３８，４８８千円　
（１６０，２９２千円）

　教育の充実に必要な経費を計上

１８４，７５４千円　
（１７３，８２０千円）

　教育環境の整備に必要な経費を計上

教　育　委　員　会

要求額

平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名



　　　○

　学校施設等の安全・安心・快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の大規模改修（本郷小、清見中学校校舎）

　　・スクールバスの更新

○

　　・子ども子育て新制度への対応

　　・私立高等学校、短期大学等に対する助成

　　　○

　　・安全・安心でおいしい学校給食の提供

　　・学校給食センターの運営

　　・調理用機械器具の更新

＜文化＞

　　　○

　　・ユネスコ無形文化遺産登録記念事業の実施

　　・ふるさと伝承記録整備

　　・伝承芸能保存団体に対する助成

　　　○

　歴史的な町並み保存の推進に必要な費用を計上

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・歴史的建造物群耐震化対策

　　　○

　歴史・文化を活用した地域づくりの推進に必要な経費を計上

　　・伝統文化交流拠点施設（旧森邸等）の整備

２７６，１３９千円　

安全・安心で魅力ある学校給食の提供 ６１８，１７０千円　

（２０，２４０千円）
歴史・文化活用の推進

　地域の文化継承に必要な費用を計上

（８０，５５０千円）
歴史的町並み保存の推進 ８０，６５２千円　

　　・歴史ガイドマスター養成

（５９０，２２４千円）

（２，７６０千円）

　児童生徒の心身の健全な発達を図るために必要な給食運営経費を計上

地域文化継承への支援 ２２，７６５千円　

　　・私立幼稚園の就園に対する支援

安全・安心・快適な学校施設等の整備 ５２８，８８０千円　

幼児教育、高等教育の充実
（７７，７５０千円）
１２０，７８５千円　

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上

（８２７，６００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・高機能消防指令台及び消防無線のデジタル化に伴う増 ４４，４６３千円
・消防車両更新等に伴う増 ６０，８７４千円
・消防団員の退職報償金の増 ３３，８９６千円

　　　○

　　　○
団員の士気高揚、団員の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜消防＞

　　　○

　消防本部の運営に必要な経費を計上

　　　○

　消防車両の更新に必要な経費を計上

　　・はしご車の分解、整備

　　　○

　消防団活動に必要な経費を計上

　　・消防団員出動報酬

　　・消防団員退職報償金

　　・入団促進

消防車両の更新 １３０，８７４千円　

一般会計 501,047

消防団員の安全確保と消防団施設や資器材の整備による団活動の充実及び

要求のポイント

消防本部の運営

660,155 159,108 31.76

（７０，０００千円）

１２２，４５５千円　
（７２，９９９千円）

　　・消防指令台及び消防無線のデジタル化に伴う保守経費

（２４２，８３１千円）
２８１，４７０千円　

要求に関する基本方針

市民の安全・安心を確保するための消防装備等の充実強化

　　・高規格救急車、消防団ポンプ車

消防団活動の充実

消　防　本　部

要求額

平成２８年度
当初予算額

平成２９年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名
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